
浸透による破堤のメカニズム

《浸透による破堤のメカニズム》
河川の水位が高い状態が長時間続くと、堤防内の水位も
上昇し、堤防の中に水の通り道が形成される。この水の
通り道が、徐々に拡大すると、水とともに堤防の土が流れ
出し、堤防が崩れることとなる。
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浸透対策工法の事例

表のり面被覆工法

・表のり面を難透水性材料（土質材料または人工材料）で被覆すること
により、河川水の堤体への浸透および天端からの降雨浸透を抑え、堤体
せん断力の低下を抑制

ドレーン工法

・川裏のり尻を透水性の高い材料に置換え、フィルター材により堤体内
の土粒子の流出を抑制しつつ、堤体内の浸潤面を低下させる

・浸潤面上昇を抑え、堤体せん断力低下抑制

・のり尻部をせん断強度の大きいドレーン材に置換え、すべり安定性を
向上

断面拡大工法（腹付け）

・浸透経路長の延長を図り、動水勾配を減じる

・緩勾配化によりすべり安定性を向上

ブランケット工法

・高水敷を難透水性材料（主として土質材料）で被覆し、浸透経路長を
延伸させ裏のり尻周辺の浸透圧を低減

川表遮水工法

・川表のり尻に止水矢板等の遮水壁を設置し基礎地盤への浸透水量や水
圧を低減

断面拡大工法（押え盛土）

・浸透経路長を増加させること、及び川裏側ののり尻近傍の基礎地盤か
らの浸透圧に対して、上から載荷することにより抵抗

基本断面形状

ブランケット（土、アスファルト等）

（透水層）

遮水壁（鋼矢板、地中連続壁等）

（透水層）
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堤脚水路
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堤防詳細点検結果の水防管理団体等との共有化事例

１ 重要水防箇所調書の参考資料として公表

２ 重要水防箇所合同巡視での現地確認
（国、県、市町村、水防団が参加）

３ 事務所ホームページへの掲載

北上川（岩手河川国道事務所）での合同巡視の状況

能代河川国道事務所ホームページでの掲載状況

阿武隈川上流（福島河川国道事務所）での公表状況
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